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   中学校理科「イオン」の理解を深める 
         教授学習過程の構成とその有効性の検討 
―「統合概念」による新たな教材とテキスト開発 ― 
 









  静岡県内の中学校に在籍する第 3 学年生徒 120 名を対象とした。そして，それぞれ
１学級ずつ実験群１（男子 20 名，女子 20 名），実験群２（男子 21 名，女子 19 名），









   具体的には、①イオンという電気を帯びた粒の存在を意識化できる教材の開発，
②イオンに関係する最終単元である「酸・アルカリとイオン」の授業後に、テキス
ト「電子の通り道」を用いた授業を行った。 
①  の教材開発においては，広岡（1988）を参考に，１人1実験が可能で，かつ， 
イオンが電気を帯びた粒であるということを視覚的に検証できるような教材の開
発を試みた（図１）。 










１ 準備  
スライドガラス，クッキングペーパー
硝酸ナトリウム，目玉クリップ（
９V 電池，ろ紙，リトマス紙  
２ 実験方法  
（１） 寒天溶液をクッキングペーパーにしみこませる
 ・寒天粉末１ｇと硝酸ナトリウム
  ℃くらいの水 100ｍｌに溶かして
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図４ 開発教材を使用した授業 
図３ 教員の自主的な勉強会の様子 
図５ テキスト A の授業  







 通常の授業 開発教材実験 テキスト A テキスト B 
実験群１ 〇  〇  〇  〇  
実験群２ 〇  〇  ―  〇  
統制群 〇  ―  ―  ―  
３ 結果と考察 
１） 開発した教材の有効性 
















①  テキスト A を使った授業 
まず，2 年次に学習した内容であった陰極線に   
ついて作成したテキスト A にそって復習を行っ 
た。電気の正体が電子という粒であるというこ  







 表１ 各群の処遇の違い  
- 4 - 
図６小集団作成したモデル 
図８  テキスト Bの記述 
た。 














                 
３） テキストの記述から 
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